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は
じ
め
に

　

埼
玉
県
秩
父
市
西
端
部
、
奥
秩
父
の
山
中
に
鎮
座
す
る
三
峯
神
社
は
、

伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
册
尊
の
二
柱
の
神
を
祀
る
神
社
で
あ
り
、
境
内
の
中
心

と
な
る
社
殿
に
、
二
神
を
祀
る
一
間
社
春
日
造
の
本
殿
と
、
参
拝
者
が
祈

禱
を
受
け
る
拝
殿
が
あ
る
。

　

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
社
務
所
か
ら
発
行
さ
れ
た
概
説
書
『
三

峯
山
』（
三
峰
神
社
誌
編
纂
室
編
）
で
は
、
本
殿
・
拝
殿
の
修
復
再
建
を

は
じ
め
、
神
仏
を
ま
つ
る
建
物
の
建
築
の
変
遷
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
同

三
峯
神
社
本
殿
・
拝
殿
葺
材
の
歴
史
的
変
遷

―
近
世
中
・
後
期
の
建
築
過
程
を
中
心
に
―

川
田
大
晶

書
で
は
、
本
殿
の
屋
根
が
、
元
禄
十
四
年
に
杮
葺
か
ら
檜
皮
葺
に
改
変
さ

れ
、
そ
の
後
、
元
文
元
年
に
銅
瓦
葺
、
弘
化
四
年
に
赤
銅
葺
へ
変
更
さ
れ

た
と
書
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
拝
殿
は
寛
政
十
二
年
の
再
建
時
に
檜
皮
で

葺
か
れ
、
弘
化
三
年
の
修
復
時
に
銅
屋
根
へ
改
変
さ
れ
た
と
説
明
し
て

い
る
。

　

た
だ
、
同
書
で
説
明
さ
れ
る
屋
根
の
変
遷
の
典
拠
は
「
当
社
所
蔵
文
書

に
よ
る
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
典
拠
と
な
る
歴
史
資
料
が
十
分

に
示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い（

（
（

。
近
年
は
、
建
築
学
に
お
い
て
、
社
殿

の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
〔
木
村
・
大
木
・
渡

辺　

二
〇
一
八
〕〔
大
木
・
加
藤
・
功
刀
・
渡
辺　

二
〇
一
九
〕。
し
か
し
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な
が
ら
、
屋
根
葺
材
の
変
遷
は
、
管
見
の
限
り
、
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
社
殿
建
築
の

意
匠
に
お
い
て
、
と
く
に
屋
根
は
、
建
築
者
の
意
向
が
少
な
か
ら
ず
反
映

さ
れ
る
も
の
と
推
測
し
て
お
り
、
葺
材
の
歴
史
的
変
遷
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
が
、
近
世
に
お
け
る
三
峰
山
（
以
下
、
神
社
を
含
め
た
境
内
を
「
三

峰
山
」
と
す
る
）
の
組
織
や
信
仰
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
重
要
な

手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
近
世
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

の
、
三
峯
神
社
本
殿
・
拝
殿
の
屋
根
葺
材
の
変
遷
を
、
神
社
所
蔵
の
歴
史

資
料
を
も
と
に
、
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
稿

で
は
、
史
料
中
の
傍
註
は
、
補
註
「（　

）」、
校
訂
註
「〔　

〕」
で
示
し
た
。

ま
た
、
正
字
体
は
、
適
宜
、
通
行
字
体
に
改
め
た
。

一
、
江
戸
時
代
中
期
の
修
復

　

本
節
で
は
、
三
峯
神
社
本
殿
・
拝
殿
の
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
屋
根

の
実
態
を
、
次
の
二
点
の
史
資
料
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

一
点
目
は
、
元
禄
期
の
普
請
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
普
請
」
を
建
築
の

意
で
使
用
す
る
2
）
の
覚
書
で
あ
る
。
そ
の
史
料
は
、
元
禄
十
三
年

（
一
七
〇
〇
）
正
月
二
十
八
日
、
秩
父
盆
地
の
大
宮
郷
阿
呆
村
（
現
秩
父

市
大
字
阿
保
町
付
近
）
屋
根
屋
の
加
兵
衛
と
、
同
村
請
人
の
根
岸
勘
左
ヱ

門
が
、
三
峰
山
住
持
一
如
法
印
へ
宛
て
た
普
請
の
覚
書
で
あ
る
。

　

本
史
料
は
、縦
三
二
・
八
糎
×
横
二
〇
・
五
糎
の
墨
書
さ
れ
た
一
枚
物
で
、

封
紙
（
縦
三
三
・
〇
糎
×
横
二
三
・
五
糎
）
に
包
ま
れ
て
い
る
。
封
紙
に
は

「
元
禄
十
三
年
ゟ
今
明
治
廿
二
年
迄
百
九
十
年
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
封
紙
が
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
同
年

に
覚
書
が
包
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
封
紙
も
含
め
た
覚
書
の
記
載
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
御（
包
ウ
ハ
書
）

本
社
拝
殿
屋
根
替

　
　

受
取
之
証

　
　

元
禄
十
三
年
ゟ
今
明
治
廿
二
年
迄
百
九
十
年
」

　
　
　
　
　

覚

　

一
、
三
峯
山
大
権
現
様
御
社
儀
、
五
間
四
面
ひ〔
檜
皮
葺
〕

わ
た
吹
極
上
ニ
吹
幷
拝

殿
五
間
半
ニ
弐
間
半
こ〔

杮

葺

〕

け
ら
吹
、
又
御
幣
殿
弐
間
半
に
弐
間

ひ〔
檜
皮
葺
〕

わ
た
吹
、
以
上
、

三
ヶ
所
也
、
極
上
に
吹
立
、
急
度
出
来
可
仕
候
、
細
工
代
七
拾
両

ニ
相
定
申
処
、
実
正
明
白
也
、
爲
前
金
只
今
金
子
拾㊞五
両
、
慥
ニ

請
取
申
候
、
残
金
ハ
御
宮
出
来
前
後
迄
ニ
、
入
用
次
第
受
取
可
申

候
、
細
工
之
儀
不
入
念
候
ハ
ゝ
、
何
分
に
茂
御
指
図
次
第
ニ
可
仕
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候
、
檜
皮
・
こ
け
ら
板
之
儀
ハ
、
御
寺
様
ゟ
出
申
筈
ニ
御
座
候
、

人
足
・
大
工
茂
御
寺
様
ゟ
出
申
筈
ニ
相
定
申
候
、
惣
而
当
年
巳
之

年
迄
に
成
就
可
仕
候
、
爲
後
日
仍
證
文
如
件
、

秩
父
郡
大
宮
郷
阿
呆
村

　
　
　
　
　

元
禄
十
三
辰
之
正
月
廿
八
日�

屋
根
や
加
兵
衛
㊞

請
人
同
村
老
百
姓

�

根
岸
勘
左
ヱ
門
㊞

　
　
　
　

三
峯
山
別
当
観
音
院
住
持
一
如
法
印
様
参

〔
横
山　

一
九
九
八　

史
料
番
号
六
七
六
〕

屋
根
の
葺
き
替
え
を
請
け
負
っ
た
加
兵
衛
と
根
岸
勘
左
ヱ
門
は
、
代
金
が

金
子
七
十
両
に
定
ま
り
、
う
ち
十
五
両
を
着
手
金
と
し
て
領
収
し
、
残
金

は
入
用
に
応
じ
て
そ
の
都
度
受
け
取
る
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
金
子

「
拾
五
」
両
と
記
さ
れ
た
箇
所
に
は
、
差
出
人
加
兵
衛
の
押
印
が
あ
り
、

着
手
金
が
た
し
か
に
受
領
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
檜
皮
や

杮
板
、
人
足
や
大
工
は
、
三
峰
山
が
用
意
す
る
手
筈
で
あ
る
と
い
う
が
、

元
禄
十
三
年
正
月
二
十
八
日
の
時
点
で
、
必
要
な
資
材
と
労
働
力
が
調
達

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
調
達
さ
れ
る
見
込
み
が
無
か
っ
た
た

め
、
加
兵
衛
と
根
岸
勘
左
ヱ
門
は
、
住
持
一
如
法
印
へ
伺
い
を
立
て
た
の

だ
ろ
う
。

　

本
史
料
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
三
峰
山
と
工
匠
と
の
関
わ
り
を
知
る
上

で
重
要
な
歴
史
資
料
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
元
禄
期
の

三
峯
神
社
の
社
殿
が
、
本
殿
・
拝
殿
・
幣
殿
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
、本
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る（

（
（

。社
殿
の
屋
根
は
、

本
殿
（
五
間
×
五
間
）
と
幣
殿
（
二
間
半
×
二
間
）
を
檜
皮
で
、
拝
殿
（
五

間
半
×
二
間
半
）
を
杮
板
で
葺
き
替
え
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
後
、
屋
根
の
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
た
か
、
本
史
料
か
ら
十
分
に
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、
請
書
の
提
出
か
ら
二
年
後
、
元
禄
十
五

年
（
一
七
〇
二
）
十
月
十
三
日
付
の
「
熊
野
三
山
検
校
御
教
書
」
で
は
、

社
殿
の
修
復
を
よ
ろ
こ
び
、
観
音
院
へ
木
蘭
色
衣
の
着
用
が
許
可
さ
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
〔
横
山　

一
九
八
四　

史
料
番
号
七
〕。
本
史
料
か
ら
、

元
禄
十
三
年
正
月
二
十
八
日
時
点
で
予
定
さ
れ
て
い
た
建
築
内
容
に
変
更

が
無
け
れ
ば
、
遅
く
と
も
元
禄
十
五
年
十
月
頃
ま
で
に
、
本
殿
と
幣
殿
は

檜
皮
で
、
拝
殿
は
杮
板
で
葺
き
替
え
ら
れ
た
と
推
測
す
る
。

　

元
禄
十
六
年
正
月
九
日
、
住
持
一
如
法
印
が
遷
化
し
、
後
住
に
覚
雄
法

印
が
就
任
し
た
。
し
か
し
、
覚
雄
も
ま
た
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
正
月

七
日
に
遷
化
す
る
〔
横
山　

一
九
八
四　

史
料
番
号
三
〕。
そ
の
後
、
三

峰
山
は
無
住
の
状
態
と
な
り
、
本
山
派
江
戸
役
所
大
聖
院
の
看
坊
と
な
る

〔
横
山　

一
九
八
四　

史
料
番
号
三
〕。
覚
雄
の
遷
化
か
ら
八
年
後
の
、

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
正
月
、
三
峰
山
の
門
前
村
名
主
以
下
惣
百
姓
は



國學院雑誌　第 123 巻第５号（2022年） ─ 22 ─

後
住
の
補
任
を
願
い
、
京
都
聖
護
院
の
役
人
衆
へ
宛
て
て
、
秩
父
郡
薄
村

（
現
秩
父
郡
小
鹿
野
町
両
神
薄
付
近
）
法
養
寺
先
住
の
元
良
を
、
一
山
の

後
住
に
推
薦
し
た〔
横
山　

一
九
八
四　

史
料
番
号
八
〕。同
年
九
月
に
は
、

元
良
み
ず
か
ら
、
境
内
の
修
復
を
行
う
こ
と
を
誓
い
、
後
住
へ
の
補
任
を

聖
護
院
へ
願
い
出
て
い
る
〔
横
山　

一
九
八
四　

史
料
番
号
九
〕。

　

で
は
、
実
際
に
境
内
の
修
復
工
事
は
着
工
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
着

工
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
屋
根
の
建
築
は
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、
二
点
目
の
史
資
料
で
あ
る
。
そ
の
史
料
と

は
、
享
保
八
年
十
月
に
、
元
良
の
名
代
頼
印
以
下
、
門
前
村
の
名
主
・
組

頭
が
、
聖
護
院
の
役
人
衆
へ
宛
て
た
普
請
の
覚
書
の
控
で
あ
る（

（
（

。
本
史
料

は
、
縦
三
三
・
〇
糎
×
横
四
六
・
五
糎
の
墨
書
さ
れ
た
一
枚
物
で
、
横
山
晴

夫
校
註『
三
峯
神
社
史
料
集　

第
一
巻
』に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る〔
横

山　

一
九
八
四　

史
料
番
号
一
〇
〕。

　

本
史
料
の
末
文
に
は
、「
右
之
通
リ

、
子
三
月
ゟ
段
々
修
復
建
立
、
不
残

急
度
無
相
違
仕
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
享
保
期
の
子
年
は
、
享
保
五
年

（
一
七
二
〇
）
か
、
あ
る
い
は
十
七
年
（
一
七
三
二
）
で
あ
る
。
本
史
料

は
享
保
八
年
に
差
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
時
間
の
経
過
か
ら
判

断
す
れ
ば
、
享
保
八
年
以
前
の
子
年
、
つ
ま
り
享
保
五
年
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
社
殿
の
修
築
が
、
享
保
五
年
か
ら
同
八
年
に
か

〈写真１〉「看坊名代頼印等修復書上控」
（秩父宮記念三峰山博物館蔵・筆者撮影）
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け
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
史
料
の
内
容
を
見
て
み
た
い
。
冒

頭
で
は
、
御
本
社
の
「
軒
通
リ

」
と
幣
殿
屋
根
の
修
復
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
御
本
社
は
、
本
殿
か
、
あ
る
い
は
拝
殿
・
幣
殿
を
含

め
た
社
殿
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
御
本
社
の
直
後
に
記

さ
れ
て
い
る
「
軒
通
リ

」
に
つ
い
て
は
、
意
味
が
判
然
と
し
な
い（

（
（

。
ま
た
、

幣
殿
の
屋
根
は
修
復
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
屋
根
の

葺
材
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
普
請
に
奉
仕
し
た
大
工
や
屋
根
屋
へ

支
払
う
賃
金
等
の
事
項
が
記
さ
れ
た
覚
書
『
三
峯
山
修
復
覚
帳
控
』
で
は

「
一
、
幣
殿
、
弐
間
四
面
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
左
に
「
右
二
ヶ
所
檜
肌〔
皮
〕屋

根
、
軒
返
リ
葺
直
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
横
山　

一
九
八
四　

史
料
番

号
一
一
〕。
享
保
八
年
時
点
で
、
幣
殿
は
檜
皮
葺
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　

で
は
、
本
殿
と
拝
殿
の
屋
根
葺
材
は
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
山
の
由
緒
の
要
項
や
祭
礼
日
、
建
物
の
竣
工
年
、
施

工
者
名
な
ど
の
事
項
が
記
さ
れ
た
『
三
峯
山
観
音
院
記
録
下
書
』
で
は
、

「
御
本
社
葺
替
、
銅
瓦
ニ

成
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
「
享
保
十
一
年
丙

午
年
」、
施
工
者
名
に
「
丹
波
山
領
何
某
」
及
び
「
当
郡
横
瀬
村
何
某
」

と
記
さ
れ
て
い
る
〔
横
山　

一
九
八
四　

史
料
番
号
三
〕。
御
本
社
が
具

体
的
に
ど
の
社
殿
を
指
し
て
い
る
か
定
か
で
な
い
が
、
享
保
十
一
年

（
一
七
二
六
）
に
、
本
殿
・
拝
殿
・
幣
殿
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
社
殿
が

銅
瓦
屋
根
へ
変
更
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か（

（
（

。

　
『
三
峯
山
観
音
院
記
録
下
書
』
に
記
さ
れ
た
年
紀
は
、
安
永
三
年

（
一
七
七
四
）
十
一
月
の
日
照
法
印
の
隠
居
記
事
で
終
了
し
て
お
り
、
本

書
は
、
こ
の
頃
ま
で
書
き
継
が
れ
た
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
銅
瓦
へ
の
葺

き
替
え
に
関
す
る
記
事
は
、
享
保
十
一
年
当
時
に
書
か
れ
た
記
事
で
あ
ろ

う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
本
記
事
よ
り
も
前
段
に
記

さ
れ
て
い
る
、
日
光
法
印
の
事
蹟
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
そ
の
記
事
で

は
、
日
光
が
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
二
月
に
隠
居
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
記
事
は
、
少
な
く
と
も
日
光
隠
居
後
で
な

け
れ
ば
書
け
な
い
記
事
で
あ
り
、
こ
の
記
事
よ
り
も
後
段
で
記
さ
れ
て
い

る
御
本
社
屋
根
の
銅
瓦
へ
の
変
更
に
関
す
る
記
事
は
、
早
く
と
も
寛
保
三

年
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
銅
瓦
へ
の
葺
き
替
え
が
行
わ

れ
た
の
は
享
保
十
一
年
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
『
三

峯
山
観
音
院
記
録
下
書
』に
記
録
さ
れ
た
年
代
は
、寛
保
三
年
以
降
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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二
、
江
戸
時
代
後
期
の
修
復
再
建

　

前
節
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
社
殿
の
葺
材
の
変
遷
に
つ
い
て

考
察
を
進
め
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
本
殿
・
拝
殿
屋
根
の
葺
材
は
、
ど
の

よ
う
に
遷
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
江
戸
時
代
後

期
に
お
け
る
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

屋
根
の
実
態
に
つ
い
て
手
が
か
り
と
な
る
史
料
に
、
境
内
の
日
々
の
動

静
や
年
中
行
事
、
江
戸
の
本
山
役
所
と
の
交
渉
の
模
様
な
ど
が
記
録
さ
れ

た
『
日
鑑
』
と
称
す
る
寺
務
日
誌
が
あ
る
。
本
史
料
は
、
美
濃
紙
の
二
つ

折
り
を
厚
紙
の
表
紙
で
綴
じ
、
一
年
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
冊
子
で
、
安

永
八
年
（
一
七
七
九
）
以
降
、
神
札
の
授
与
な
ど
の
寺
務
を
担
当
す
る
札

場
の
役
人
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
た
記
録
で
あ
る
。

　

本
史
料
の
表
題
は
年
ご
と
に
異
な
り
、『
日
鑑
』の
ほ
か
に
、『
日
記
』『
札

場
日
記
』『
札
場
日
鑑
』『
役
寮
日
鑑
』
等
の
表
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、

論
述
の
都
合
上
、
こ
れ
ら
の
表
題
を
ま
と
め
て
『
日
鑑
』
と
す
る
。
な
お
、

本
稿
で
引
用
す
る
『
日
鑑
』
の
記
事
は
、
横
山
晴
夫
校
註
『
三
峯
神
社
日

鑑
』
に
掲
載
さ
れ
た
翻
刻
を
引
用
す
る
。

　

は
じ
め
に
、
本
殿
の
屋
根
に
関
す
る
記
録
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
文

政
六
年（
一
八
二
三
）十
一
月
十
日
条
で
は
、「
御
本
社
家
根
替
成
就
ニ
付
、

（
下
略
）」〔
横
山　

二
〇
〇
三　

三
二
頁
〕
と
記
さ
れ
て
お
り
、
御
本
社

の
屋
根
替
が
竣
工
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
屋
根
替
が
行
わ
れ

た
御
本
社
が
、
具
体
的
に
ど
の
社
殿
を
指
し
て
い
る
か
、
本
記
述
か
ら
は

判
然
と
し
な
い
。

　

し
か
し
筆
者
は
、
次
の
記
事
か
ら
、
屋
根
の
修
復
が
行
わ
れ
た
社
殿
を

推
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。

一
、
御
本
社
屋
根
替
ニ
付
、
寅
刻
御
遷
座
御
神
事
ニ
付
、
赤
飯
・
白
飯
・

神
酒
・
香
花
・
灯
明
等
ヲ
献
備
、
老（
日
俊
）

旦
那
御
出
席
、
当（
日
雅
）

旦
那
者
御

脳〔
悩
〕ニ

付
、
無
御
出
席
候
、
御
内
陣
者
、
峯
寿
院
・
法〔
芳
〕蓮

院
ニ
而
守

リ
奉
ル
、
右
之
後
三
十
三
供
奉
備
ル
、
◦
今
日
ゟ
御
仮
宮
ニ
被
為

遊
御
鎮
座
候
間
ハ
、
毎
日
仁
王
会
修
行
之
旨
被
仰
出
事
、
尤
毎
日

御
出
席
也
、

〔
横
山　

二
〇
〇
三　

一
四
頁
〕

本
記
事
は
、
文
政
六
年
四
月
二
十
五
日
条
の
記
事
で
、
御
本
社
の
屋
根
替

に
伴
う
遷
座
の
神
事
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
本
記
事
の
内
容
は
、
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
寅
刻
（
午
前
四
時
頃
）、
赤
飯
・
白
飯
・

神
酒
・
香
花
・
灯
明
な
ど
の
供
物
が
献
備
さ
れ
た
。
祭
典
に
は
先
代
の
住

持
日
俊
が
参
列
し
、
住
持
日
雅
は
病
の
た
め
欠
席
し
た
。
内
陣
は
、
役
僧
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の
峯
寿
院
・
芳
蓮
院
が
こ
れ
を
守
護
し
奉
り
、
遷
座
の
後
に
三
十
三
供
が

供
え
ら
れ
、
こ
の
日
か
ら
神
体
が
仮
宮
に
鎮
座
し
て
い
る
間
は
、
毎
日
、

仁
王
会
の
修
行
を
行
う
旨
が
仰
せ
出
さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
で
は
、
遷
座
の
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
周
知

の
よ
う
に
、
遷
座
の
目
的
は
、
社
殿
の
修
復
再
建
に
伴
い
神
体
を
移
動
す

る
こ
と
で
あ
る
。
遷
座
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
屋
根
替
が
行
わ
れ
た
社

殿
に
、
少
な
く
と
も
本
殿
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
遷
座
の
祭

儀
に
僧
侶
が
奉
仕
す
る
事
例
は
、
中
世
後
期
の
御
流
神
道
の
次
第
な
ど
に

見
ら
れ
る
〔
松
尾　

二
〇
〇
〇
〕。
近
世
の
三
峰
山
に
お
い
て
も
遷
座
の

神
事
に
奉
仕
し
た
の
は
、神
主
や
神
職
で
は
な
く
、高
雲
寺
の
僧
侶
で
あ
っ

た
。
た
だ
、『
日
鑑
』
で
は
、
文
政
六
年
時
点
で
の
本
殿
屋
根
の
葺
材
に

関
す
る
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。

　

一
方
、
拝
殿
の
屋
根
は
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
五
月
に
、
大
工
棟
梁
が
三
峰
山
の
役
僧
へ

差
し
出
し
た
建
築
代
金
の
請
取
證
文
「
拝
殿
随
神
門
細
工
請
取
證
文
」
に

よ
れ
ば
、竣
工
予
定
の
新
拝
殿
の
規
模
は
、四
間
半
×
七
間
で
あ
っ
た〔
横

山　

一
九
九
八　

史
料
番
号
七
一
九
―
一
〕。
證
文
の
提
出
か
ら
三
年
後
、

寛
政
十
二
年
七
月
五
日
に
は
、
新
拝
殿
の
上
棟
が
行
わ
れ
た
〔
横
山　

二
〇
〇
一　

四
〇
四
頁
〕。
た
だ
し
、
寛
政
十
二
年
時
点
の
拝
殿
屋
根
の

葺
材
に
つ
い
て
、
手
が
か
り
と
な
る
史
料
は
、
現
時
点
で
は
管
見
の
限
り

確
認
で
き
な
い
。

　

し
か
し
筆
者
は
、
次
の
史
料
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
拝
殿
屋

根
の
実
態
を
、少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
「（
端
裏
書
）

丙
午
春
御
拝
殿
銅
葺
請
取
證
文　

観
宝
僧
正
代
」

　
　
　
　
　

請
負
證
文
之
事

一
、
今
般
御
拝
殿
屋
根
赤
銅
板
葺
被
仰
付
、
難㊞有
奉
存
候
、
葺
手
間
其

外
別
紙
積
り
書
之
通
り
、
御
請
負
奉
申
候
處
相
違
無
之
候
、
然
上

者
、
下
地
出
来
次㊞

第
取
懸
り
、
當
五
月
中
、
全
備
候
様
精
々
仕
候
、

爲
後
日
請
負
證
文
、
依
而
如
件
、

江
戸
大
門
通

　
　
　
　
　

弘
化
三
午
年
三
月
八
日�

請
負
人
半
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　

三
峯
山

　
　
　
　
　
　
　

御
役
人
衆
中

〔
横
山　

一
九
九
八　

史
料
番
号
八
三
〇
―
一
〕

本
史
料
は
、縦
二
七
・
五
糎
×
横
三
三
・
三
糎
の
墨
書
き
さ
れ
た
一
枚
物
で
、

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
三
月
八
日
に
、
江
戸
大
門
通
の
半
兵
衛
が
、
三

峰
山
の
役
人
衆（

（
（

へ
宛
て
て
差
し
出
し
た
普
請
の
請
負
證
文
で
あ
る
。

　

本
史
料
の
端
裏
書
に
は
「
丙
午
春
御
拝
殿
銅
葺
請
取
證
文　

観
宝
僧
正
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代
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
弘
化
三
年
時
点
で
、
観
宝
の
僧
官
は
権
僧
正

で
あ
っ
た
。『
観
宝
任
官
上
京
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
観
宝
が
僧
正
宣
下
を

受
け
た
の
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
〔
横
山　

一
九
八
六　

史
料
番
号
一
六
五
〕。
こ
の
点
か
ら
、
證
文
は
弘
化
三
年
、

観
宝
の
代
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
端
裏
書
は
安
政
二
年
以
降
、

観
宝
が
住
持
職
を
退
い
た
後
に
墨
書
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（
９
）。
端
裏
に
書

き
入
れ
ら
れ
た
時
点
で
観
宝
は
す
で
に
住
持
職
を
退
い
て
お
り
、
先
代
の

事
蹟
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
観
宝
僧
正
代
」
と
い
う
書
き
方
を
し
た
の

だ
ろ
う
。

　

江
戸
の
半
兵
衛
が
、
普
請
を
請
け
負
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
重
要
な
史
資

料
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
三
峰
山
か
ら
江
戸
の
工
匠
へ
、
拝
殿
の
屋
根
に

赤
銅
板
葺
が
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。『
日
鑑
』
に

よ
れ
ば
、
同
年
閏
五
月
十
日
に
、
拝
殿
の
銅
板
へ
の
葺
き
替
え
が
竣
工
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
〔
横
山　

二
〇
〇
四　

三
二
六
頁
〕。
寛
政
十
二

年
時
点
で
の
拝
殿
の
葺
材
は
不
明
だ
が
、
遅
く
と
も
弘
化
三
年
に
は
、
拝

殿
の
屋
根
は
銅
板
で
葺
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

三
、
総
括

　

こ
こ
ま
で
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
、
三
峯
神
社
社
殿

〈写真２〉「拝殿銅葺請取證文」
（秩父宮記念三峰山博物館蔵・筆者撮影）
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の
屋
根
葺
材
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
社
殿
の
屋
根

は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

大
正
六
年（
一
九
一
七
）に
社
務
所
か
ら
発
行
さ
れ
た
神
社
の
概
説
書
、

江
森
泰
吉
著
『
三
峰
大
観
』
で
は
、
本
殿
の
建
築
に
つ
い
て
、「
寛
く
わ
ん
ぶ
ん文

元
ぐ
わ
ん

辛
丑
年ね
ん

の
再さ
い
こ
ん建
に
て
、
銅ど
う
が
ふ
き

瓦
葺
、
両
り
や
う
つ
ま褄
入い
り
お
も
や

母
屋
千ち
ど
り鳥
破は

ぶ風
、
五い
つ
て
ぐ
み

手
組
二

重ぢ
ゆ
う

棰た
る
き
の
き

木
の
唐か
ら
は
ぶ
づ
く
り

破
風
造
に
て
」〔
江
森　

一
九
一
七　

七
二
頁
〕
と
説
明
さ

れ
、
大
正
六
年
の
時
点
で
、
す
で
に
本
殿
の
屋
根
は
銅
瓦
葺
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
現
在
の
本
殿
は
銅
板
葺
屋
根
で
あ
る
が
、
朝
日
則
安

氏
（
秩
父
宮
記
念
三
峰
山
博
物
館
館
長
）
は
「
昭
和
三
十
年
代
以
前
と
現

在
と
で
は
三
峯
神
社
の
建
物
は
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
」
る
と
指
摘

し
て
い
る
〔
朝
日　

二
〇
一
七
〕。
大
正
期
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な
社
殿

建
築
に
至
る
ま
で
の
間
に
変
遷
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
変
遷
を
改
め
て
整
理
す
る
と
、
表
の
よ
う
に

な
る
。

　

三
峯
神
社
の
社
殿
は
、
元
禄
十
三
年
の
時
点
で
本
殿
・
拝
殿
・
幣
殿
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
本
殿
の
屋
根
は
、
檜
皮
葺
（
～
元
禄
十
五
年
十
月

頃
～
）
→
銅
瓦
葺
（
～
大
正
六
年
～
）
と
い
う
変
遷
を
た
ど
り
、
拝
殿
は
、

杮
板
（
～
元
禄
十
五
年
十
月
頃
～
）
→
赤
銅
板
（
弘
化
三
年
～
）
と
い
う

変
遷
を
た
ど
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
、
元
禄
期
の
建
築
の

内
容
は
、
当
初
、
予
定
さ
れ
て
い
た
内
容
の
通
り
に
普
請
が
行
わ
れ
た
場

合
で
あ
る
。
ま
た
、
本
殿
・
拝
殿
・
幣
殿
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
社
殿
は
、

享
保
十
一
年
に
銅
瓦
で
葺
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
遷
の
背
後
に
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
官
撰
地
誌
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
は
、
神
領
三
峰
村
に
つ
い
て

記
し
た
中
で
、
十
九
世
紀
前
半
の
三
峰
山
周
辺
の
気
象
に
つ
い
て
、「
土

地
霧
深
く
雪
多
し
、
雷
や
風
は
は
げ
し
き
所
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

境
内
社
殿
の
管
理
は
困
難
を
極
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
気
象

に
加
え
、
と
く
に
檜
皮
屋
根
は
、
一
般
的
に
二
十
年
前
後
の
間
隔
で
葺
き

替
え
が
必
要
で
あ
り
、
近
世
の
地
方
神
社
で
は
、
実
際
に
、
お
よ
そ
二
十

年
の
間
隔
で
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
山
口　

二
〇
一
一
〕。
そ
の
た
め
、
檜
皮
屋
根
ほ
ど
葺
き
替
え
に
手
間
が
か
か
ら

な
い
金
属
製
葺
材
が
選
択
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

た
だ
、
瓦
型
銅
板
屋
根
へ
の
変
更
は
、
高
雲
寺
の
僧
侶
が
主
導
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。
経
済
的
な
要
因
の
み
で
改
修
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

高
雲
寺
僧
侶
の
具
体
的
な
意
識
が
読
み
取
れ
る
歴
史
資
料
が
現
時
点
で

は
確
認
で
き
な
い
が
、
伊
東
忠
太
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
古
来
の

神
社
建
築
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
神
社
本
殿
の
屋
根
を
瓦
で
葺
か
な
い
点

が
挙
げ
ら
れ
る
〔
伊
東　

一
九
四
二（

（1
（

〕。
金
属
製
の
葺
材
が
採
用
さ
れ
た

こ
と
自
体
は
、葺
き
替
え
の
手
間
を
考
慮
し
た
措
置
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
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表
　
三
峯
神
社
の
社
殿
葺
材
の
変
遷
（
筆
者
作
成
）

竣
工

年
建

造
物（

葺
材

）
修

復
再

建
の

内
容

典
拠

1
〜

元
禄

15
年

（
17

02
）

10
月

頃

本
殿

（
檜

皮
）

拝
殿

（
柿

）
幣

殿
（

檜
皮

）

「
熊

野
三

山
検

校
御

教
書

」
の

記
述

か
ら

、
元

禄
13

年
（

17
00

）
1月

28
日

時
点

で
予

定
さ

れ
て

い
た

建
築

内
容

に
変

更
が

無
け

れ
ば

、
屋

根
替

は
元

禄
15

年
10

月
頃

ま
で

に
竣

工
し

た
と

考
え

ら
れ

、
本

殿
（

5間
×

5
間

）、
幣

殿
（

2間
半

×
2間

）
は

檜
皮

で
、

拝
殿

（
5間

半
×

2間
半

）
は

柿
板

で
葺

か
れ

た
と

推
測

す
る

。

①
「

熊
野

三
山

検
校

御
行

書
」

元
禄

15
年

10
月

13
日

〔
三

峯
神

社
史

料
集

第
1巻

、
史

料
番

号
7〕

②
「

本
社

・
拝

殿
・

幣
殿

屋
根

替
請

書
」

元
禄

13
年

1月
28

日
〔

三
峯

神
社

史
料

集
第

7巻
、

史
料

番
号

676
〕

2
享

保
8年

（
17

23
）

御
本

社
幣

殿
（

檜
皮

）
御

本
社

の
軒

通
り

と
幣

殿
の

屋
根

の
修

復
。

御
本

社
の

建
築

内
容

に
つ

い
て

は
定

か
で

な
い

が
、『

三
峯

山
修

復
書

上
控

帳
』

の
記

録
か

ら
、

少
な

く
と

も
幣

殿
（

2間
×

2間
）

は
檜

皮
で

葺
き

替
え

ら
れ

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

①
「

看
坊

名
代

頼
印

等
修

復
書

上
控

」
享

保
8年

10
月

〔
三

峯
神

社
史

料
集

第
1巻

、
史

料
番

号
10

〕
②

『
三

峯
山

修
復

書
上

控
帳

』
享

保
8年

11
月

〔
三

峯
神

社
史

料
集

第
1巻

、
史

料
番

号
11

〕
3

享
保

11
年（

17
26

）
※

記
録

さ
れ

た
年

代
は

、
寛

保
3

年
（

1743


）
〜

御
本

社（
銅

瓦
）

御
本

社
の

屋
根

が
銅

瓦
へ

葺
き

替
え

ら
れ

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
。た

だ
、

御
本

社
が

本
殿

・
拝

殿
・

幣
殿

の
う

ち
、

い
ず

れ
の

社
殿

を
指

し
て

い
る

社
殿

を
指

し
て

い
る

か
定

か
で

な
い

。
ま

た
、

こ
の

こ
と

が
『

三
峯

山
観

音
院

記
録

下
書

』に
記

録
さ

れ
た

年
代

は
、寛

保
3年

以
降

と
考

え
ら

れ
る

。

『
三

峯
山

観
音

院
記

録
下

書
』〔

三
峯

神
社

史
料

集
第

1巻
、

史
料

番
号

3〕

4
寛

政
12

年
（

18
00

）
拝

殿
拝

殿
の

再
建

。
再

建
予

定
の

拝
殿

の
規

模
は

、「
拝

殿
随

神
門

細
工

請
取

證
文

」
に

よ
れ

ば
4間

半
×

7間
。

寛
政

12
年

に
竣

工
し

た
こ

と
の

根
拠

は
『

日
鑑

』
の

記
録

に
よ

る
。

た
だ

、
屋

根
の

葺
材

に
関

す
る

記
述

は
確

認
で

き
な

い
。

①「
拝

殿
随

神
門

細
工

請
取

證
文

」寛
政

9年
（

17
97

）
5月

〔
三

峯
神

社
史

料
集

第
7巻

、
史

料
番

号
71

9-
1〕

②
『

日
鑑

』
寛

政
12

年
閏

4月
11

日
条

・
7月

5日
条

〔
三

峯
神

社
日

鑑
第

1巻
〕

5
文

政
6年

（
18

23
）

御
本

社
御

本
社

の
屋

根
替

。
遷

座
の

神
事

が
行

わ
れ

て
い

る
点

か
ら

、
葺

き
替

え
が

行
わ

れ
た

社
殿

に
、少

な
く

と
も

本
殿

が
含

ま
れ

て
い

た
と

考
え

ら
れ

る
。『

日
鑑

』
文

政
6年

4月
25

日
条

・
4月

28
日

条
・

5月
22

日
条

・
11

月
10

日
条

〔
三

峯
神

社
日

鑑
第

4巻
〕

6
弘

化
3年

（
1846


）

拝
殿（

赤
銅

板
）

拝
殿

の
屋

根
が

銅
板

で
葺

か
れ

た
。

弘
化

3年
に

竣
工

し
た

こ
と

の
根

拠
は

『
日

鑑
』

の
記

録
に

よ
る

。
①

「
拝

殿
銅

葺
請

取
證

文
」

弘
化

3年
3月

8日
〔

三
峯

神
社

史
料

集
第

7巻
、

史
料

番
号

83
0-

1〕
②

『
日

鑑
』

弘
化

3年
閏

5月
10

日
条

〔
三

峯
神

社
日

鑑
第

6巻
〕

7
〜

大
正

6年
（

19
17

）
本

殿
（

銅
瓦

）
本

殿
の

屋
根

が
、

遅
く

と
も

大
正

6年
に

は
銅

瓦
葺

で
あ

っ
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
江

森
泰

吉
著

『
三

峰
大

観
』

大
正

6年
※

初
版

は
大

正
5年

（
19

16
）
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そ
の
意
匠
に
瓦
型
の
銅
板
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
は
、
高
雲
寺
僧
侶
の
建

築
に
対
す
る
意
識
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
事
項
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
史
資
料
を
収
集
し
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
、
三
峯
神
社
本
殿

及
び
拝
殿
の
屋
根
葺
材
の
変
遷
を
、
史
資
料
か
ら
可
能
な
限
り
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
稿
で
主
題
と
し
た
神
社
社
殿
の
屋
根
葺
材
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
代

表
的
な
研
究
に
、
寺
院
の
鎮
守
社
で
の
本
瓦
葺
の
出
現
や
、
地
方
神
社
に

お
け
る
茅
葺
・
杮
葺
か
ら
瓦
葺
へ
の
変
化
を
論
じ
た
三
浦
正
幸
氏
の
研
究

〔
三
浦　

二
〇
〇
八
〕。
埼
玉
県
東
松
山
市
箭
弓
稲
荷
神
社
社
殿
の
復
原

を
行
う
過
程
で
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
拝
殿
・
幣
殿
屋
根
の
桟
瓦

へ
の
変
更
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
頃
に
本
殿
屋
根
が
銅
瓦
へ
変

更
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
横
山
晋
一
氏
の
研
究
〔
横
山　

二
〇
一
六
〕。

日
光
二
荒
山
神
社
本
殿
の
屋
根
が
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
、
植
物

性
材
料
の
屋
根
か
ら
本
瓦
型
銅
板
葺
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
高

橋
俊
雄
氏
の
研
究
〔
髙
橋　

二
〇
二
〇
〕
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
横
山

氏
の
研
究
で
は
、
本
殿
屋
根
が
銅
瓦
へ
葺
き
替
え
ら
れ
た
点
に
つ
い
て
、

本
殿
の
恒
久
維
持
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
寄
付
行
為
願
い
書
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

　

一
方
、
本
稿
で
扱
っ
た
三
峯
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
の
屋
根
葺
材
の
改
修

は
、高
雲
寺
の
僧
侶
が
主
導
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。こ
の
点
で
、

屋
根
の
葺
材
が
改
修
さ
れ
た
背
景
や
意
味
合
い
が
若
干
異
な
る
も
の
と
推

測
す
る
。
と
り
わ
け
銅
瓦
屋
根
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
瓦
型
の

銅
板
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
背
後
に
社
殿
の
維
持
管
理
上
の
経
済
的

な
要
因
だ
け
で
な
く
、
瓦
で
屋
根
を
葺
か
な
い
古
来
の
神
社
本
殿
の
建
築

に
対
す
る
高
雲
寺
僧
侶
の
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
屋
根
葺
材
の
歴
史
的
変
遷
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
社
殿
の
維
持
管

理
上
、
必
要
な
資
金
や
労
働
力
を
い
か
に
調
達
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う

点
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
さ
ら
に
史
資
料
を
収
集
し
、
考
察
を
進
め
て
い

き
た
い
。

付
記

　

本
稿
に
お
け
る
三
峯
神
社
所
蔵
資
料
の
調
査
と
文
面
掲
載
は
、
三
峯
神
社
宮
司
中
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山
高
嶺
氏
、
秩
父
宮
記
念
三
峰
山
博
物
館
館
長
朝
日
則
安
氏
を
は
じ
め
、
三
峯
神
社

の
皆
様
よ
り
ご
許
可
と
ご
協
力
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
い
つ
も
変
わ
ら
ず
ご
支
援

い
た
だ
い
て
い
る
神
社
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ほ
か
に
、
本
稿

で
取
り
上
げ
た
神
社
所
蔵
資
料
の
解
読
に
つ
い
て
は
、
江
戸
川
区
教
育
委
員
会
学
芸

員
樋
口
政
則
氏
の
教
示
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、本
研
究
は
、神
道
宗
教
学
会
第
七
十
五
回
学
術
大
会（
二
〇
二
一
年
十
二
月
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
お
い
て
行
っ
た
個
人
発
表
「
近
世
に
お
け
る
三
峯
神
社
の
造

営
―
社
殿
建
築
の
変
遷
と
そ
の
背
景
―
」の
発
表
資
料
の
一
部
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。

註（1
）	

三
峰
神
社
誌
編
纂
室
か
ら
『
三
峯
山
』
の
初
版
が
発
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
九

年
で
、
こ
れ
は
横
山
氏
に
よ
る
『
三
峯
神
社
史
料
集
』
及
び
『
三
峯
神
社
日
鑑
』

の
編
纂
事
業
が
着
手
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
よ
う
に

容
易
に
翻
刻
さ
れ
た
史
資
料
を
参
照
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
ほ
か
、
建
築
の
変
遷
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
た
研
究
で
は
な
い
が
、
明

治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
発
行
さ
れ
た
、
石
倉
重
継
著
『
三
峯
山
誌
』
等
の

概
説
書
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
看
坊
名
代
頼
印
等
修
復
書
上
控
」
及
び
「
拝

殿
随
神
門
細
工
請
取
證
文
」
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）	

橋
本
政
宣
氏
は
、
歴
史
資
料
上
に
お
け
る
「
普
請
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
近

世
ま
で
は
土
木
工
事
、
作
事
を
指
す
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
す

で
に
文
化
年
間
の
時
点
で
「
普
請
」
が
建
築
の
意
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
〔
橋
本　

二
〇
〇
〇　

二
八
五
頁
〕。

（
3
）	

本
史
料
は
、〔
横
山　

一
九
八
四
〕
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
、
解
題
が
付
さ
れ
て
い

る
が
、
解
題
で
は
覚
書
が
封
紙
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
封
紙
ウ
ハ
書
の
翻
刻
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
箇
所
の
翻
刻
は
筆

者
に
よ
る
。

（
4
）	

朝
日
則
安
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
三
峯
神
社
の
社
殿
は
拝
殿
と
幣
殿
が
一
体
化
さ

れ
、
そ
の
奥
に
本
殿
が
建
て
ら
れ
て
い
る
〔
朝
日　

二
〇
一
七
〕。

（
5
）	

元
良
の
名
代
、
頼
印
は
、
一
山
の
由
緒
の
要
項
が
ま
と
め
ら
れ
た
『
三
峯
山
観
音

院
記
録
下
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、
享
保
五
年
に
一
山
へ
入
院
し
、
境
内
の
修
復

を
行
っ
た
日
光
法
印
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
日

光
は
、
享
保
五
年
三
月
十
二
日
に
三
峰
山
へ
入
院
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）	

建
築
学
の
研
究
に
お
い
て
も
同
様
に
読
ま
れ
て
い
る
〔
木
村
・
大
木
・
渡
辺　

二
〇
一
八
〕。

（
7
）	『
三
峯
山
観
音
院
記
録
下
書
』
で
は
、「
銅
瓦
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
詳
細
な
意
匠
は
定
か
で
な
い
が
、
本
瓦
型
の
銅
板
か
、
桟
瓦
型
の
銅

板
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

（
8
）	

宛
所
に
記
さ
れ
て
い
る
「
御
役
人
衆
中
」
は
、
住
持
の
代
行
職
と
も
言
え
る
〝
小

先
役
〟
の
役
僧
を
は
じ
め
と
し
た
役
人
衆
を
指
す
。
小
先
役
に
つ
い
て
、
西
村
敏

也
氏
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
七
月
に
観
音
院
住
持
日
照
が
、
自
身
の
多
病

老
衰
と
御
用
筋
の
繁
多
を
理
由
に
、
役
僧
で
あ
る
覚
峯
院
実
栄
と
同
峯
蔵
院
良
寛

の
二
名
に
、
配
下
修
験
に
関
す
る
住
持
の
職
掌
を
移
譲
す
る
小
先
役
の
補
任
を
、

聖
護
院
へ
申
請
し
た
こ
と
。
し
か
し
、
早
急
な
職
務
の
移
譲
行
為
が
配
下
修
験
か

ら
反
発
を
買
い
、
最
終
的
に
小
先
役
は
、
実
権
を
も
た
な
い
書
類
上
の
代
筆
者
の

立
場
で
し
か
な
く
な
り
、
す
べ
て
の
文
書
は
記
名
か
、
あ
る
い
は
「
役
僧
中
」
の

み
と
な
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
〔
西
村　

二
〇
〇
九
〕。

（
9
）	『
観
宝
任
官
上
京
日
記
』
の
文
面
を
そ
の
ま
ま
読
む
と
、
観
宝
は
安
政
二
年
四
月

十
日
に
執
奏
、
同
月
十
九
日
に
僧
正
宣
下
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本

史
料
の
解
題
に
お
い
て
、
横
山
氏
は
観
宝
の
僧
正
宣
下
を
安
政
三
年
の
こ
と
と
し

て
書
い
て
い
る
。
安
政
二
年
十
月
二
十
一
日
に
、
聖
護
院
役
人
岩
室
内
記
か
ら
一

山
へ
差
し
出
さ
れ
た
書
状
「
聖
護
院
取
次
役
岩
室
内
記
書
状
」〔
横
山　

一
九
八
八　

史
料
番
号
一
七
八
―
八
五
〕
の
宛
所
に
「
観
音
院
権
僧
正
様
」
と
記
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さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
少
な
く
と
も
安
政
二
年
四
月
十
九
日
の
時
点
で
は
、
観
宝

の
僧
官
は
権
僧
正
で
あ
る
と
解
釈
し
、
安
政
三
年
四
月
十
九
日
の
僧
正
宣
下
を
採

用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
一
山
か
ら
寺
社
奉
行
へ
提
出
さ
れ
た
文
書
控
の

差
出
人
の
箇
所
を
見
る
と
、
安
政
二
年
三
月
の
時
点
で
は
「
観
音
院
権
僧
正
」
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
八
月
の
書
状
で
は
「
観
音
院
僧
正
」
と
記
さ
れ
て
い
る

〔
横
山　

一
九
八
八　

史
料
番
号
一
七
八
―
八
六
〕。
こ
の
点
か
ら
、
筆
者
は
安

政
二
年
四
月
十
九
日
の
僧
正
宣
下
を
採
用
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
弘
化
三
年

の
時
点
で
は
、
観
宝
の
僧
官
は
権
僧
正
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）	

こ
の
他
に
、
屋
根
の
形
が
切
妻
で
、
土
壁
を
使
用
せ
ず
、
装
飾
が
質
素
な
点
を
、

古
来
の
神
社
建
築
の
特
徴
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
〔
伊
東　

一
九
四
二　

四
〇
三
―
四
〇
四
頁
〕。
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